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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 6月 4日 (2004.6.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

エ ン ジ
ン を 車 体 フ レ ー ム に 支 持 す る エ ン ジ ン マ ウ ン ト ブ ラ ケ ッ ト に お い て 、

を 特 徴 と す
る エ ン ジ ン マ ウ ン ト ブ ラ ケ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 壁 板 を 長 さ 方 向 の 中 心 軸 に 対 し て 対 称 な 形 状 に 成 形 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の エ ン ジ ン マ ウ ン ト ブ ラ ケ ッ ト 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 で は 、

エ ン ジ ン を 車 体 フ レ ー ム に 支 持 す る エ ン ジ ン マ ウ ン
ト ブ ラ ケ ッ ト に お い て 、

　 ま た 、 本 発 明 で は 、 前 記 壁 板 を 長 さ 方 向 の 中 心 軸 に 対 し て 対 称 な 形 状 に 成 形 す る よ う に
し て い る 。 　
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

互 い に 対 向 し て 配 置 さ れ た ２ つ の 壁 板 と 、 前 記 ２ つ の 壁 板 の そ れ ぞ れ の 一 辺 部 を 互 い に
結 ぶ た め に 前 記 ２ つ の 壁 板 の そ れ ぞ れ の 一 辺 部 に 溶 接 結 合 さ れ た 覆 板 と を 備 え た 、

前 記 覆 板 の う ち の エ
ン ジ ン マ ウ ン ト 取 付 側 の 端 縁 部 分 で あ っ て 、 か つ 、 前 記 ２ つ の 壁 板 の 間 に 配 置 さ れ る 領 域
に お い て 前 記 壁 板 の 一 辺 部 に 当 接 さ れ な い 端 縁 部 分 に 、 切 欠 き 部 を 設 け た こ と

互 い に 対 向 し て 配 置 さ れ た ２ つ の 壁 板 と 、
前 記 ２ つ の 壁 板 の そ れ ぞ れ の 一 辺 部 を 互 い に 結 ぶ た め に 前 記 ２ つ の 壁 板 の そ れ ぞ れ の 一 辺
部 に 溶 接 結 合 さ れ た 覆 板 と を 備 え る 、

前 記 覆 板 の う ち の エ ン ジ ン マ ウ ン ト 取 付 側 の 端 縁 部 分 で あ っ て 、
か つ 、 前 記 ２ つ の 壁 板 の 間 に 配 置 さ れ る 領 域 に お い て 前 記 壁 板 の 一 辺 部 に 当 接 さ れ な い 端
縁 部 分 に 、 切 欠 き 部 を 設 け る よ う に し て い る 。



【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 如 き 従 来 の エ ン ジ ン マ ウ ン ト ブ ラ ケ ッ ト ５ ０ で は 、 １ 枚 の 板 金 を
曲 げ 加 工 す る こ と に よ り 製 作 さ れ る 一 体 成 形 品 （ プ レ ス 成 形 品 ） で あ る た め 、 エ ン ジ ン マ
ウ ン ト ブ ラ ケ ッ ト ５ ０ の 製 作 に 際 し て ブ ラ ケ ッ ト 材 料 の 歩 留 り が 悪 い と い う 不 具 合 が あ る
。 す な わ ち 、 エ ン ジ ン マ ウ ン ト ブ ラ ケ ッ ト ５ ０ の 寸 法 ・ 形 状 が 大 き か っ た り 、 或 い は 特 殊
な 形 状 で あ っ た り す る と 、 １ 枚 の 板 金 材 料 の う ち で 切 断 削 除 さ れ て 部 品 と し て 使 用 さ れ な
い ス ペ ー ス （ 領 域 ） の 割 合 が 多 く な っ て 、 板 金 材 料 の う ち 実 際 に エ ン ジ ン マ ウ ン ト ブ ラ ケ
ッ ト ５ ０ と し て 有 効 に 利 用 で き る 部 分 の 割 合 が 小 さ く な り 、 板 金 材 料 の 有 効 利 用 を 図 る こ
と が で き な い
　

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 実 状 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、

よ う な 構 造 の エ ン ジ ン マ ウ ン ト ブ ラ ケ
ッ ト ５ ０ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 は 、

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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。
そ こ で 、 こ の よ う な 不 具 合 を 解 消 す る た め に は 、 互 い に 対 向 し て 配 置 さ れ た ２ つ の 壁 板

と 、 こ れ ら ２ つ の 壁 板 の そ れ ぞ れ の 一 辺 部 を 互 い に 結 ぶ た め に 前 記 ２ つ の 壁 板 の そ れ ぞ れ
の 一 辺 部 に 溶 接 結 合 さ れ た 覆 板 と で エ ン ジ ン マ ウ ン ト ブ ラ ケ ッ ト ５ ０ を 構 成 す る こ と が 考
え ら れ る が 、 こ の 場 合 に は 、 溶 接 結 合 箇 所 へ 応 力 集 中 が 生 じ な い よ う に 考 慮 す る 必 要 が あ
が あ る 。

壁 板 と 覆 板 と
の 溶 接 結 合 部 に 応 力 が 集 中 を 緩 和 す る こ と が で き る

互 い に 対 向 し て 配 置 さ れ た ２ つ の 壁 板 と 、 前 記 ２ つ
の 壁 板 の そ れ ぞ れ の 一 辺 部 を 互 い に 結 ぶ た め に 前 記 ２ つ の 壁 板 の そ れ ぞ れ の 一 辺 部 に 溶 接
結 合 さ れ た 覆 板 と を 備 え る 、 エ ン ジ ン を 車 体 フ レ ー ム に 支 持 す る エ ン ジ ン マ ウ ン ト ブ ラ ケ
ッ ト に お い て 、 前 記 覆 板 の う ち の エ ン ジ ン マ ウ ン ト 取 付 側 の 端 縁 部 分 で あ っ て 、 か つ 、 前
記 ２ つ の 壁 板 の 間 に 配 置 さ れ る 領 域 に お い て 前 記 壁 板 の 一 辺 部 に 当 接 さ れ な い 端 縁 部 分 に
、 切 欠 き 部 を 設 け る よ う に し た も の で あ る か ら 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る こ と が で き
る 。 す な わ ち 、 覆 板 に 切 欠 き 部 を 設 け た こ と に よ り 、 壁 板 と 覆 板 と の 溶 接 箇 所 の 一 端 部 （
１ 箇 所 ） に 応 力 が 集 中 す る こ と が な く な り 、 応 力 は 前 記 溶 接 箇 所 の う ち 覆 板 の 切 欠 き 部 の
両 側 の 線 部 分 に て 受 け ら れ る こ と と な る 。 こ れ に 伴 い 、 前 記 切 欠 き 部 の 両 側 の 覆 板 部 分 に
お い て 応 力 が 分 散 さ れ る た め 、 最 大 応 力 値 を 低 減 す る こ と が で き る と 共 に 、 最 大 応 力 発 生
箇 所 を 溶 接 の 一 端 部 か ら 離 れ た 断 面 係 数 の 高 い ブ ラ ケ ッ ト 部 分 に 移 す こ と が で き る 。 そ の
結 果 、 １ 箇 所 に 大 き な 応 力 が 集 中 し て 覆 板 が 壁 板 か ら 剥 離 し て し ま う よ う な 不 具 合 の 発 生
を 防 止 す る こ と が で き る 。



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
　 請 求 項 に 記 載 の 本 発 明 は 、 壁 板 を 長 さ 方 向 の 中 心 軸 に 対 し て 対 称 な 形 状 に 成 形 し た も
の で あ る か ら 、 ２ つ の 壁 板 を 同 一 の 成 形 型 で 成 形 し て そ の 向 き を 逆 に し て 使 用 す る こ と が
で き 、 従 っ て 壁 板 製 作 用 の 成 形 型 を １ 種 類 で 済 ま す こ と が で き る 。 ま た 、 壁 板 に つ い て の
部 品 管 理 の 手 間 を 省 く こ と が で き る 。
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